
□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

8,891
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

勤労者福祉共済基金積立

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

給付金の支払に要する財源に不足を生じたときの資金を積み立てることを目的に、吹田市勤労
者福祉共済基金条例第２条のとおり、毎年度当該特別会計において生じた剰余金の範囲内で、
同会計歳入歳出予算に計上する。

決算額　(千円) 1,887

3
所管
室課

地域経済振興室 事業名 勤労者福祉共済基金積立事業

19,544
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

さまざまな事象に対応できるよう、一定の金額を確
保しておく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

　・福祉共済事業の利用件数：3,417件（内訳：給付事業611件、福利事業2,806件）
決算額　(千円) 18,323

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

現状のシステムを踏まえ、今後、事務の効率化や電
子化対応など、費用対効果も鑑みながら追加するべ
き内容等を検討し、より機能的なシステム運営を目
指す。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

地域経済振興室 事業名 勤労者福祉共済事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、事業
所単独では困難な勤労者の福利厚生事業を実施する
当該事業の必要性は増加していると考える。
　また、コロナ禍により各種イベント等が中止に
なったが、コロナ禍でも活用してもらえるような代
替事業を検討し実施した。今後も引き続き事業のあ
り方を検討する。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の比率（％） 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　勤労者福祉共済システム管理

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

勤労者福祉共済にかかる会員情報管理や掛金徴収、福利事業や給付事業など業務全般の情報管
理を担う「勤労者福祉共済システム」を賃貸借し必要な保守及び更新を行う。 決算額　(千円) 1,003

事業概要

勤労者福祉共済給付、勤労者福祉共済福利

管理事業 勤労者福祉共済事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

地域経済振興室 事業名 勤労者福祉共済システム事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 712 施策 就労と働きやすい環境づくりへの支援

1,477
※課題があるものは■
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